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 教育目標  
  

町田市立小中一貫ゆくのき学園大戸小学校は、一人一人の児童が、知性、感性、創造性及び

社会性を育み、夢をもち人間性豊かに成長することを願い、次の教育目標を定める。 

 

～知・徳・体の調和のとれた児童を育成する～ 

◎夢をもち、学び続ける人  ○自分を大切にし、他を思いやる人  ○心も体も健やかな人 
 

週時程表   大戸小学校 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１ 



  

2 

 

１ 入学を迎えるにあたって 

 

 「小学校入学」 期待に胸を膨らませていると同時に不安ももっている方もおられると思いま

す。保護者の方は、お子さんのためにも、あまり神経質にならず、お子さんが伸び伸びと入学を

迎えられるように心がけてください。 

 

１．学校は楽しいところ 

  お子さんにとって、学校は新しい世界です。 

 「もうすぐ１年生でしょ。そんなことができなくてどうするの。」 

 「先生に言っちゃうよ。」 

 などと言うと、お子さんは緊張してしまいます。 

 「学校へ行くと、新しい友達がたくさんできるね。」 

 「新しいことをいっぱい覚えられるね。」 

 など、入学を楽しみにするよう前向きな言葉がけをしましょう。 

 

２．お子さんと話す時間を作ってください。 

  保護者の方と同様にお子さんも小学校での生活は、新しいことだらけで、期待と不安でいっ

ぱいです。学校のことを話題に上げてお子さんの思いをじっくり聞いたり、このしおりに書い

てあることをお子さんに分からせてあげたりして、学校生活への見通しをもつことができる時

間をいっぱい作ってください。その際、他のお子さんと比べるのではなく、お子さんが伸びよ

うとする気持ちを認めてあげる言葉がけをすることが、お子さんの安心感へとつながります。 

 

３．決まった時間内で行動できるようにしましょう。 

  小学校では 1時間ごとに教科が異なり、時間に従って集団生活をします。短い時間の中で次

の活動の準備や片付けが行えるよう、切り替えができるようにしていきましょう。そうするこ

とで、生活習慣や学習内容が身に付き、お子さんの自立にもつながります。 
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２ 小学校とはどんなところ？ 

「わくわく どきどき ときめき体験」 がいっぱい 

 

１．幼稚園や保育園との違い 

  幼稚園や保育園とは異なり、小学校では１年生から国語、算数、生活、音楽、図工、体育、

道徳、学級活動などの学習を行います。また、授業時間が決まっており、学習と休み時間とが

区別されます。 

 

２．小学校での教育 

（１）小学校で育成すること 

  ・普段の生活に必要な知識や技能を習得する。 

  ・健康で安全な生活を送るための丈夫な体を育む。 

  ・楽しく豊かな生活を送るための判断力や創造性を身に付け、豊かな情操を養う。 

 

（２）教育のしかた 

・心身の発達に応じた教育をする。 

    一人一人の心や体の発達にあった方法を探しながら学習を行います。 

・考える力を育てる。 

    知識や技能だけを身につけるのではなく、「どうしてだろう」「なぜだろう」と、自分

で考えることを大切にしながら、学習を進めます。 

・一人一人の力を引き出す教育をする。 

子供は、一人一人皆違い、それぞれに皆良さをもっています。その良さを引き出し、伸

ばしていくために、一人一人に応じた学習を進めます。 

 

 

３ この時期の子供は （６歳ぐらいの子供の一般的傾向） 

・何でも聞きたがり、何でもすぐにやってみたがる。 

 ・自己中心的で、他人のことは気にせず、身勝手に振る舞う傾向が見られる。 

  ・幼児語が残っている。 

  ・体の大きさや運動能力に個人差が見られる。 

  ・大小のあるものを同じ大きさに書くことや、文字や図形を左右逆に書くことがある。 
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４ 入学までにしておいてほしいこと 

 

１．言葉の生活について 

 

（１）人の話を落ち着いて聞く練習 

学校では、教師が全員に向かって話をしたり、他の子の意見を取り上げて問い返したりす

る授業が多くなります。また、友達の意見を聞きながら物事を進めたりすることも大切にな

ります。学習を楽しく進めるためにも、友達関係を円滑にするためにも、「人の話を聞ける」

ということがとても大切です。普段から、保護者の方がお子さんの目を見て話し、しっかり

と聞かせたり、童話を読み聞かせたりすると、聞く習慣が身に付いてきます。 

 

（２）あいさつや「はい」の返事をする練習 

まず元気にあいさつをして１日をスタートすることは、活気ある生活につながります。頭

の働きもよくなってきます。また、姓や名前を呼ばれたときに、はっきり「はい」と言える

ことは、聞いている側もとても気持ちのいいものです。保護者の方から、積極的に声かけを

お願いします。それも、遠くから声をかけるだけでなく、きちんと顔を見て目を合わせなが

ら「おはよう」「行ってらっしゃい」と言うことが大切です。そして、返事をお子さんがす

るように習慣づけましょう。 

 

（３）伝えたいことをはっきり言う練習 

コミュニケーションの第一歩は、意思を言葉にすることです。御家庭から一歩外に出れば、

自分の事は自分で説明しなければ、人は分かってくれません。保護者の方が、お子さんの意

を察して何でもしゃべってしまったり、先回りして何でもやってあげたりすると、お子さん

は自分のことを話す必要がなくなってしまいます。お子さんが話したくなるきっかけを上手

く活用しながら、自分のことを言葉で伝えられるようにしましょう。 

 

（４）丁寧な言葉遣いで話す練習 

そろそろ、正しい日本語を身に付けたい時期です。まず、お家の方が正しい言葉を使い、

お子さんには丁寧な言葉で話します。例えば、「食う」ではなく「食べる」、「うざい」や

「きもい」などと言わない、などです。お子さんは、お家の方の言葉遣いをまねます。御家

族の協力が必要です。 

また、幼児語が残っていたら、ゆっくりと直していきましょう。 
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（５）自分の名前を読んだり書いたりする練習 

子供は文字に関心をもつと、様々なことを親に聞いて覚えたがります。丁寧に対応してい

くと、１か月もすれば、結構楽しんで読めるようになります。読めたら一緒に喜んであげて

ください。読めなくても、叱ったりせず、根気よく教えてあげてください。 

自分の名前から練習してみるのはいかがでしょう。隣に座り、なぞり書きをさせてみたり、

一つずつ字を抑えて読んでみるのもよいでしょう。また、鉛筆の持ち方を教えてあげた後、

なぞり書きをさせたり、ゆっくりと鉛筆を使って書いてみるのもよいでしょう。 

 

２．身のまわりのこと 

 

（１）自分の身なりを整える練習 

   朝の身支度は、積極的な登校と学習態度への第一歩です。時間がかかっても、服や靴下の

着脱は自分で行えるようにし、お家の方は、着やすいよう、履きやすいように工夫してあげ

てください。学校では、健康診断や体育、給食の準備など、着替えの場面がたくさんありま

す。人の助けを借りないで、脱ぎ着のできる服装をさせましょう。髪形は、活動しやすい、

学習しやすいものにしてください。長い髪は、結んだり、とめたりしましょう。また、お子

さんの健康のためにも、髪の毛を染めるのはやめましょう。ピアスも、遊んでいる時や体育

の授業の時に危険なのでやめましょう。 

学校生活は、履き物を履いて生活します。自分の靴を正しく履き、脱いだ後の始末もきち

んとできるようにしましょう。また、体とともに足も大きくなります。入学後、たまに上履

きのサイズチェックもお願いします。 

 

（２）使った物や持ち物の整理整頓をする練習 

学校では、たくさんの学用品や道具を使います。クラスのみんなが同じ物、似たような物

を持っています。持ち物には、どんなに小さな物でも必ず名前を記入してください。 

   自分の物とそうでない物とを見分けるところから、整理整頓が始まります。物を置く場所

を決め、一緒に片付けながら整理整頓のコツを教えてあげてください。 

 

（３）一人で手洗いに行き、自分で後始末をする練習 

時々、おうちのトイレしか使えないというお子さんがいます。朝から下校まで我慢するの

はとてもつらい事です。個室に入ることに慣れておくと安心です。また、出かける前に用便

を済ませられると、気持ちよく過ごせます。朝、その時間がとれるようにしたいものです。 

     なお、学校で下着等を汚してしまった時のために、保健室に新しい下着や衣服が用意して

あります。利用した際は、下着は新しいものを購入し、衣服については洗濯をして、学校へ

戻してください。 
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５ 入学時に必要な学用品など 

   学用品は、よけいな飾りや匂いのない物、流行に流されない物、学習に支障のない物を選

んで御用意ください。 

１．御家庭で用意していただく物 

入れ物 

・通学用鞄 

 

 

 

・上ばき入れ 

  ・体育袋 【図(１)参照】 

  ・給食袋 【図(２)参照】 

  ・手提げ袋３つ〔図工・音楽・図書〕【図(３)参照）】 
 

学用品 

 

 

 

 

 

 

 

  ・下じき（折れにくい物 無地の物） 

  ・上ばき（白、上部に記名）【図(４)参照】 

・体育着（白色で丸首半袖シャツ、男女とも紺色でハーフパンツ）【図(５)参照】 

  ・赤白帽（つばのついている物） 

  ・油粘土・粘土板（今まで使用していたものでよい） 

※アレルギーのお子さんがいる場合もあるので、油粘土限定でお願いします。 

※絵の具セット・鍵盤ハーモニカの購入については、学習が始まる前にお知らせします。 
 

その他 

・防災ずきん（名前、住所、電話番号を記入してください。） 

・防災ずきんカバー【(図６)参照】 

 

 

 

 

 

すべての物に記名をお願いします。 

学校で一括購入するもの 
・連絡袋 

・連絡帳 

・ノート 

（国語、算数、自由帳） 

◆道具箱 

◆クレパス 

◆のり    

※入学後に集金 

・筆箱      〇印は筆箱に入れる  

（簡単に出し入れできる物。無地の物。） 

〇えんぴつ（Ｂか２Ｂ、無地の物、５本） 

〇赤えんぴつ     〇名前ペン（黒 油性） 

〇定 規（15 ㎝程度） 〇消しゴム 

（よく消えて、大きめで白く、変わった形や匂いがしない物） 

◆色鉛筆（１２色） 

◆はさみ 

（先の丸くできるだけケース付きのもの） 

◆セロハンテープ 

（カッター台のついた小さなもの） 

◆印は道具箱に入れる 

☆給食に必要な物☆（それぞれ予備も含めて２～３枚ずつご用意ください） 

●マスク（給食当番時に使用）   ●ランチョンマット（トレーサイズ 35 ㎝×27 ㎝より広いもの）  

 ●歯ブラシ     ●ハンカチ  ●コップ（プラスチックの物）       

●印をまとめて入れる給食袋（小袋）         ●印は「給食セット」として使用します 

 

ランドセルやリュック型の鞄など、両手が自由になるもの 

タブレット端末や教科書、Ａ４サイズが入るもの 

色や形の指定無し 
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２．服装 （服は体を守る大切なものです！） 

  ・清潔で、活動しやすく、安全に配慮された服装 

  ・外気温に適した服装（ブヨが多く発生する時期になったら、長ズボン、長袖を身に着けるとよいです。） 

 

「御家庭で用意していただく物」 の図解   （記名は全て「ひらがな」でお願いします。） 

【図１】体育袋 

 

約 

35cm 

 

  

 

 
      

外側に記名する。 

【図２】給食袋 

 

約 

20cm 

 

 

      

中に入れるもの 
・ランチョンマット 

・ハンカチ 

・マスク 

・歯ブラシ、コップ 

【図３】手提げ袋３つ 

 

 

 

 

 

外側に記名する。 

３つとも種類が分かれるよう、

模様や色を分けるとよい。 

【図４】上ばき 

     

なまえ 

 

 

 

 

 

 

【図５】体育着      

・見える場所には記名せず、内側のタグに記名して 

ください。 

  

 

 

 

 

【図６】防災ずきんの袋 

  

 

＊市販の物で構いませんが、お薦めのタイプの 

作り方を下に付けてあります。 

 

～ 手製防災ずきんの袋の一例 ～ 
 

①布を切る。         ②端の始末をする。（横のみ）         ③３つ折りにする。 
         ※３つ折り縫いやバイアステープで 

くるんで縫う。 

 

 

                 

 

 

④たてを縫って端の始末をする。            ⑤スナップかマジックテープをつける。 
  ※バイアステープでくるむと簡単です。 

  ※バイアステープは「ふちどり用」が便利です。  

 

 

 

 

約 40cm 約 20cm 

約 30cm 

約 
30cm 
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６ 入学当初の集団下校 

入学してから一週間程度、リボンの色を目印にして、集団で下校します。 

   教室で「さようなら」の挨拶をした後、正門付近に並び、その後色別に下校します。 

   入学後、１週間程度、教職員が確認地点付近まで送っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学童の児童】 集団下校中に学童を欠席される場合は、学校にもお知らせください。 

リボンは通学用鞄に、見えやすいように取り付けてください。 

 

★下校の注意点★ 

  ・一人でも下校できるよう、春休みなどに練習しておいてください。 

  ・下校だけでなく、登校も練習してください。 

……………………………………………………………………………………………………………… 

 ★町田市放課後子ども教室「まちとも」について★ 

本校では「ゆくとも」と呼んでいます。登録不要で自由参加 

 

 

 

 

【1年生 特別対応】    ４月中…１４時３０分から、再登校で参加いただけます。 

                    ５月以降…４校時の際は、１３:３０より対応します。 

 

〇活動場所   第２校舎１階 ゆくとも室  第１校庭（体育館） 

           ※ゆくとも利用の際は、第２校舎昇降口にて受付をしてから、参加となります。 

 

   〇開催日の確認方法 …… 学校校便りの行事予定欄に「★」印でお知らせしています。 

 

 

 方 面    地区班名(リボンの色)     確認地点 

○武蔵岡団地   ABC 地区（ピンクリボン）… コーシャハイム前まで 

○大戸方面      DE 地区（緑リボン）……… 法政大学入口の交差点付近まで 

○相原駅方面      F 地区（黄色リボン）……  家政学院入口の交差点付近まで 

           GH 地区（紫リボン）……… 相原十字路の交差点付近まで 

◇バス通学（赤リボン）……… 円林寺バス停まで 

◇学童保育（白リボン）……… 学童クラブまで 

 ※学童保育に入るお子さんは、自宅 と 学童保育のリボン（白） ２本取り付けてください。 

この他、学生によるイベント 

なども開催します！ 

別途、お知らせ 

実施日 

実施時間 

原則 給食のある登校日 

１４時３０分～１７時００分 

～参加に当たって～ 

保護者とお子さんで帰宅時間を事前に決めて、 

約束の時間に帰宅するようお願いします。 
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７ 保健室より 
 

１．基本的な生活習慣の形成 

・早寝、早起き、朝ごはん の習慣をつけましょう。 

・天気のよい日は、外で元気に遊びましょう。 

（テレビやゲームは時間を決めて、1日 2時間以内に） 

・朝の洗面・排便等、１日のスタートをすっきり始められるようにしましょう。 

・手洗い、うがい、歯磨きなど清潔な生活ができるようにしましょう。 

・ハンカチ・ティッシュを、毎日持つようにしましょう。 

 

２．望ましい食習慣の形成 

心とからだの健康づくりには、食事はとても大切です。栄養のバランスを考え、決まった時間

に食事をとりましょう。特に「朝食」は午前中の学校生活の 

活動に必要な栄養源になります。 

 

３．登校前の健康観察 

顔色・食欲・体調等健康観察をしっかりしてください。発熱、体がだるいなどの症状がありま

したら、無理をせずに自宅にて休養してください。早期の回復につながります。 

 

４．健康診断 

４月早々より健康診断が始まります。健診・検査等の配布プリントは、記入もれがないよう

に御注意ください。また提出期限を守ってください。 

各種健康診断の結果は「結果のお知らせ」や「けんこうカード」で連絡をします。 

治療や検査が必要な場合は、早期に受診してください。 

 

５．健康調査票について（←本日配布。入学式受付で御提出ください） 

（１）既往症や、かかりつけの病院、アレルギーの有無など、毎年健康調査をします。変更があ

った場合は、担任にお知らせください。特に、心臓・腎臓の病気、ぜんそく、ひきつけ、

食物アレルギーのあるお子さんについては、主治医から「管理指導表」を提出していただ

きます。 

（２）緊急連絡先については、お子様が病気やけがをした際に保護者の方へ連絡をします。可能

な限り携帯や勤務先（親戚）等も詳細に御記入ください。 

 

６．病気やケガについて 

（１）登校後、体調が悪くなった時 

軽度の場合は保健室で休養しますが、回復しない時は早退となります。 

保護者（原則）は保健室・教室まで迎えに来て下さい。  

学校では、投薬はしません。 
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（２）学校でケガをした時 

軽傷の場合は応急処置をします。翌日以降の治療は、家庭で手当てをお願いします。 

重傷の場合は家庭に連絡し、医療機関で受診をしていただく場合があります。 

 

７．日本スポーツ振興センターについて 

授業中、休憩時間中、課外指導中、指定通学路下校中、学校の定めた特定時間中などで事故

が発生し、医師の診察を受けた場合に、医療費が給付（ただし自己負担金が１５００円以上

の場合のみ）されます。その場合、医療費の３割と見舞金１割が、手続き後に支給される制

度です。学校でのケガで受診した際は、担任に連絡してください。 

 

８．感染症り患時について 

下記の感染症にかかった場合、学校まで連絡をしてください。 

医師から登校の許可がでるまで、安静にして休ませて下さい。治癒後に登校を再開する時は、

医師の証明『登校許可証(→保健室にあります)』を提出してください。 

なお学校伝染病での欠席は出席停止の扱いになります。 

 

 

 

 

※インフルエンザや新型コロナウィルス感染症については、保護者が記入する【登校許可届】を

学校へ御提出ください。用紙は学校にあります。 

・インフルエンザの出席停止の期間は、医師と確認のうえ【発症した日の翌日から５日を経過

し、かつ解熱後２日を経過するまで】出席停止となります。 

・新型コロナウィルス感染症の出席停止期間は、医師と確認のうえ【発症した日の翌日から５

日を経過し、かつ症状が軽快後１日を経過するまで】が出席停止となります。 

※出席停止となるその他の感染症についても同様に書類の提出をお願いします。 

詳しくは、その都度確認をさせていただきます。 

※医師が記入する【登校許可証】と、保護者が記入する【登校許可届】があります。 

 

【お願い】 

    ・登校前に、毎朝の健康観察を必ず行ってください。 

・体調不良の場合は無理をして登校せず、家庭で静養してください。 

    ・毎日、マスク・ハンカチ・ティッシュを持たせてください。 

    ・欠席連絡は原則として「tetoru」というアプリでお願いします。 

事前にわかっている欠席は、予め「tetoru」でお知らせください。 

・感染症の疑いが生じた場合は、速やかに学校へ連絡してください。 

・学校で児童が発熱した場合や体調不良になった場合は、保護者に連絡し、引き取りを 

お願いします。緊急連絡先を明確にしておいてください。 

（学校感染症） 

・百日咳 ・麻疹 ・ウイルス性肝炎 ・流行性耳下腺炎 ・風疹 ・水痘 ・結核 

・咽頭結膜熱 ・流行性角結膜炎 ・急性出血性結膜炎 ・溶連菌感染症など 
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８ 学校給食について                                                                   
１. 給食実施概要 

本校にある調理室で給食を作っています。 

献立は、学校給食摂取基準に基づき１か月分を平均して摂取できるように作成しています。 

その他にも、以下のようなことに気をつけています。 

 ・化学調味料は使用せず、かつおや昆布、鶏ガラ等からだしをとっています。 

 ・ハンバーグやコロッケなど、手作りをしています。 

 ・年中行事や旬の食材、学校行事に合わせた献立を実施しています。 

 

２. 入学までのお願い 

① マスク・ランチョンマットを御用意ください（Ｐ６～Ｐ７を参考にしてください）。 

・給食当番はマスクをつけて配膳します。常にマスクは複数枚、給食セットの中やラン

ドセルに用意しておいてください。（マスクは給食専用を用意する必要はありません。） 

・勉強する時と区別するために、机上にランチョンマットを敷きます。 

   

※ 給食用白衣（白衣・帽子）について 

学校で給食用白衣を用意いたします。 

給食当番になった時は週末に白衣を持ち帰ります。お手数ですが洗濯・アイロンがけを

して翌週始めに持たせてください。 

   

② 学校で初めて食べる食材がないように御家庭での配慮をお願いします。 

給食ではじめて食べた食材が原因で食物アレルギーを発症することがあります。献立表

で使用食材を御確認ください。 

 

③ お子さんにも食事の準備をさせましょう。 

給食は、各クラスで給食当番が配膳をします。しゃもじやおたまで料理を盛りつけたり、

食器をていねいに扱ったりすることを身につけておきましょう。 

 

④ 果物の皮を手でむけるようにしましょう。 

みかんやオレンジなどの柑橘類は皮付きで提供します。自分でむけるようにしておきま

しょう。 

 

⑤ その他 

・給食時間は４０分です。準備と片付けを含めると、食べる時間は２０分くらいになり

ます。時間内に食べられるようにしておきましょう。また、お箸を正しく使えるように

しておきましょう。 

・規則正しい生活習慣を身につけ、朝ごはんを食べてから登校しましょう。 

・よく噛んで食べる習慣を身につけましょう。 
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３. 食物アレルギー対応について 

 町田市では、医師の診断に基づき、可能な範囲で除去食対応をしております。 

 対応が必要な児童については、医師が記入する「学校生活管理指導表」の提出、並びに、

保護者、学校教職員との面談が必要になります。 

対応を希望される方や御不明な点は、栄養士まで御相談ください。 

 

４. 給食費について 

町田市では学校給食費を公会計化しており、市が管理しています。御自宅に送付された「町

田市学校給食費のしおり」を参考にお手続きをお願いいたします。 

また、２０２５年１月より町田市立小中学校に通学する児童・生徒の学校給食費は無償化

となりました。詳しくは、市のホームページを御覧ください。 

【学校給食費についての問合せ先】 

町田市教育委員会保健給食課 公会計担当 

TEL 042-724-2177 
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９ 就学援助費について 

別紙「就学援助費制度のご案内」をご覧ください。 

 

町田市では、経済的にお困りの御家庭対象に授業や行事で必要なお金や入学準備金を 

就学援助費として支給しています。 

申請はどなたでもできますが、前年の所得による審査があります。 

 

申請について 

入学後、全児童に申請書を配布します。 

申請を希望する方は、4月中に学校または町田市教育委員会学務課の窓口（郵送可）に 

提出してください。 

なお、申請書は児童 1人につき 1枚必要です。 

 

 

※紛失・提出忘れ防止のため、学校に提出する場合は、できるだけ保護者が直接提出してく

ださい。 

 

 

4月に申請が必要な方は、小学 1年生、小学 4年生及び前年度認定を受けていな 

い方となります。4月中に申請書を提出すると 4月分から就学援助が受けられ、 

5月以降提出の場合は、「申請月の翌月」が認定月となります。 

年度の途中で家計が急変した場合等、翌年 2月末まで、いつでも申請可能です。 

 

 

 

【就学援助費についての問合せ先】 

〒194-8520 町田市森野 2-2-22 町田市役所 10 階 

町田市教育委員会学務課 就学援助担当 

TEL 042-724-2176 
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１０ 通学費補助金について指摘 

 別紙「通学費補助金のご案内」をご覧ください。 

 

町田市では、遠距離のためバスで通学する児童の保護者の方に、通学定期代金の一部を 

補助する制度があります。 

所得による制限はありませんので、就学援助費制度に該当しない方でも対象となる方は 

申請できます。 

 

１． 申請方法 

申請用紙は、学校の事務室にあります。申請書は児童に 1枚必要です。 

申請書の提出先は、学級担任か事務室です。 

 

※定期券購入期間の確認のための資料（定期券内容控のコピー）も提出してください。 

 

 

２．提出期限 

  各学期の末日です。 

  定期券を購入したらすぐ、申請していただいてもかまいません。 

提出の最終締め切りは学年の 3 学期の末日です。 

  

【通学費補助金についての問合せ先】 

町田市教育委員会学務課 通学費担当 

TEL 042-724-2176 

 

 

１１ 教材費について 

   教材費については、町田市教育委員会より御自宅に郵便でお知らせが届きます。詳しくは、そちら

のお知らせを御覧ください。 

 

目安として「今年度の１年生の教材費」を掲載しておきます。 

  〇１学期教材費（９月口座引き落とし分）…約１１，０００円 

  〇２学期教材費（１月口座引き落とし分）…約４，５００円 

  〇３学期教材費（３月口座引き落とし分）…約１，０００円 

 

※今年度は金額が変わる場合があります。 
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１２ 安全なくらしについて 

 

  お子さんの命は、かけがえのないものです。生命の尊重が、最優先されなくてはなりません。

後で『あの時もう少し…』とならないよう、事前の注意をしておきましょう。 

 

１．登下校について 

  指定された通学路を必ず通ることになっています。入学前に、お子さんと何回か歩いて、よ

く覚えさせてください。その時、次のことを教えてください。 

（１）決まった道を通ること・歩道を歩くこと・右側通行をすること 

（２）歩道橋を渡ること(歩道橋の近く[町田街道]の横断歩道は渡らない。) 

（３）横断の仕方 

（４）危険箇所 

（５）所要時間 （寄り道や道草をせずに、余裕をもって歩いた場合） 

 

２．登校時間 

学校へ来るのが早すぎたり、遅すぎたりしないようにしましょう。 

（１）開門は、８時００分 

（２）始業時刻は、８時２５分 

   ８時００分から８時１５分の間 に登校するようにしましょう。 

   （１年生は、ランドセルの片付けや提出物などに時間がかかります） 

 

３．交通安全について 

子供の交通事故で一番多いのが、自転車での飛び出しです。１年生は視野が狭く、周りをよ

く見られないことがあります。道で遊んだり、十字路を走り抜けたりすることがないように、

十分、注意してください。特に、自転車に乗るときは、ヘルメットを着用することで、被害を

和らげることができます。学校でも指導しますが、御家庭でも御用意、声掛けをよろしくお願

いします。 

 

 ※警視庁のデータでは、自転車の死亡事故の多くは頭部損傷です。ヘルメットの着用が大変有

効です。御家庭でヘルメットを購入し、着用をお願いいたします。 
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４．誘拐防止の心がけ 

（１）知らない人の誘いにのらないこと。 

（２）欠席等の連絡は、原則「tetoru」（アプリ）を利用して８：１５までにお願いします。 

 ・無断欠席、遅刻はしないようお願いします。 

  ・理由を備考欄に入力していただくと、状況を理解できます。御協力お願いします。 

（３）遅刻の場合は、保護者が教室または保健室までお子さんに付き添ってください。 

（４）早退の場合は、事前に担任に伝えていただき、保護者が教室、または保健室まで迎えを

お願いします。 

（５）下校時は、誰と帰るのか、一人になる場所はどこからか、確認してください。 

（６）防犯ブザーを必ず携帯させてください。時々、正常に作動するかどうかを確かめてくだ

さい。 

 

  ※学校でも指導しますが、御家庭においても危険を察知し、回避する能力をしっかり身に付

けられるよう御協力お願いします。 
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１３ 入学式について 

１．日時    ２０２５年４月７日（月）         

   【受付】 午前１０時００分～１０時１５分 

＊入学式開始の１５分前までには受付を済ませてください。 

お子さんは係児童が教室へ案内いたします。保護者の方は、直接式場（体育館）へ

御入場ください。 

   【開式】 午前１０時３０分    

 

２．持ち物 と 提出書類 

     【児童】 ・通学用鞄 ・上履き ・上履き袋 ・ハンカチ ・ちり紙 

   【保護者】・上履き ・上履き袋  ★就学通知書  ★㊙健康調査票 

★学校における個人情報の取扱い及び使用についての確認 

                              ★提出物は３つあります。 

３．当日の予定 

  ① 受付、くつ箱・傘立ての確認 

  ② 教室で座席確認 

  ③ 入学式（１０時３０分～１１時１０分） 

  ④ 記念写真撮影（第一体育館）  

 ⑤ 教室で学級指導 

  ⑥ 下校（１１時５０分頃） 

 

４．その他 

   ・本校ホームページで学校の様子を御覧ください。 

（「ゆくのき学園」で検索、もしくは右 QR コードを読み取り）。 

 

 

 

 

ゆくのき学園ＨＰ 
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 ゆくのき学園 

 シンボルマーク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今日 保護者の方に行っていただきたいこと 

・地図にシールを貼る            ・お子さんの字・読み仮名の確認（受付） 

・集団下校のリボンを受け取る        ・防災頭巾の申し込みをする【希望者のみ】 

 

●２月３日（月）までに 保護者の方に行ったいただきたいこと 

・tetoru の登録 

 

●入学式に 保護者の方がお持ちいただくもの 

  ★就学通知書      ★㊙健康調査票 

★学校における個人情報の取扱い及び使用についての確認 

 

地域にある東京造形大学の福田秀之准教授のお力を得て、大戸小、

武蔵岡中への取材を基に３人の学生が中心になってデザインしてくだ

さいました。 

豊かな自然を想起する緑色を用い、ひらがなの「ゆ」をデザインし

て、飛躍し伸びていくイメージをマークにしたものです。 


